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2023 年 5 月 27 日「シンポジウム『学校司書の社会的地位の向上をめざして』田村修氏配布資料 

 

富山県小中学校への学校司書配置状況（2022年 5月 1日現在）         

市町村名 小中学校総数 学校司書数 勤務時間数 勤務形態 

富山市 ９１ ５４ １日５時間 1 校専任２４名 

2 校兼務３０名 

高岡市 ３６ ２９ １日５時間 1 校専任２２名 

2 校兼務７名 

魚津市 ７ ７ １日４時間 1 校専任７名 

 

氷見市 １４ ６ １日 5.５時間 １校専任１名（週 3日） 

２校兼務２名 

３校兼務３名 

滑川市 ９ ５ １日３．７５時間 1 校専任１名 

2 校兼務４名 

黒部市 １１ ７ １日４時間 1 校専任３名 

2 校兼務４名 

砺波市 １２ １２ １日６時間以内 1 校専任１２名 

 

小矢部市 ９ ９ １日５時間 1 校専任９名 

  

南砺市 １６ １１ １日２～６時間 1 校専任６名（週５～3 日） 

2 校兼務５名 

射水市 ２１ ２１ １日５時間 1 校専任２１名 

 

舟橋村 ２ １ １日７．５時間 ２校兼務１名 

上市町 ７ ２ １日６．５時間 7 校を 2名で巡回 

立山町 ７ ５ １日４～7.５時間 1 校専任３名（週 2～5 日） 

2 校兼務２名 

入善町 ８ ３ １日 2.5 時間 公共図書館と兼務で各校巡回 

朝日町 ３ １ １日 7.75 時間 ３校兼務１名 

合計 ２５３ １７３   

上記の表は、２０２２年度の富山県図書館協会の調査（富山県図書館協会報第２１０号掲載）をもとに、富山県図書館

を考える会が作成。 

 

令和 2（2020）年度文科省「学校図書館の現状に関する調査」では富山県は小学校 94.9％、中学校 94.7％

の配置率になっている。 


